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公益社団法人 自動車技術会 関東支部学生自動車研究会 

第 10 回 学自研学生委員会 議事録 

2022 年 1 月 22 日 

文責：神奈川工科大学 山之内 

1. 概要  

日 時：2022 年 1 月 22 日（土）10:00~12:00 

場 所：オンライン開催 

参加者：神奈川工科大学   飯島，大津, 藤原, 山之内 

    関東学院大学  久地楽 

        中央大学    金澤 

    日大理工        伊藤  

    ものつくり大学 山口 

理事      伊藤，大蘆，佐藤，鈴木，馬場，保田  

OP           中山 

関東支部    市原 

 

 (大学名 50 音順・敬称略) 

 

2. 配布資料 

・【事前資料】2021 年度第 10 回学自研学生委員会 事前資料 

1 月学生委員会 会計資料 

 

3 会計状況についての報告 

  【報告】 

・支出なし. 

・予算の残りは 39 万円 

 

＜意見・質問＞ 

・特になし 

 

4.  広報報告 

【報告】 

・KYB 見学会の案内を増やしている 

 

＜意見・質問＞ 

・特になし 
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5. 企画について 

5.1 国際交流 

   【報告】 

・交通事情や文化に関する交流イベントを企画し現状では 2 名の台湾学生の参加を予定 

・上記イベントの内容は以下の通り 

日本：交通ルールや教習内容などの教習所に関する動画を作成 

台湾：現地の文化等に関する内容の発表 

・動画作成について業者に委託する予定だが教習所等の各方面へは未連絡 

・3 月中の開催が最適と思われる 

 

＜意見・質問＞ 

・教習所の動画作成が期日までに難しい場合、イベントを 2 回に分け 1 回目のイベントでは学生

が作成した資料を用いて交流を行うことも可能なのでは？ 

 

 

5.2 四輪研修企画 

   【報告】 

・モビリタ様とのミーティングでの内容をいかに示す 

1. 飲酒運転体験を行いたいと要望を出していた 

→実際に行うことは難しいため飲酒を模擬したゴーグルを装着して走行体験を行うこと

は可能だが、現在は感染予防の観点からインストラクターの同乗を控えているため、広い

コースで行うか特例として同乗するかの 2 択で協議する予定 

2. タイム計測を行って講習成果の見える化を行いたい 

→車両や計測機器に限りがあり走行やデータの処理に時間がかかるため、車両や機器の増

設を検討する 

 

・学生の参加予定者は学生会員と学生フォーミュラ参加者を予定しており、学生会員以外の参加

者の場合は会員になるよう働きかけをすると同時に参加可能とし補助も受けられることとする 

 

・交通手段について以下の工程が考えられるため現地到着が 10 時前後になると予想される 

→教習スタートの予定が 9:30 であるため時間の変更が可能か先方に確認を行う 

 

・移動用タクシーの予約のため時間を確定させる必要がる→飯島が取りまとめ 

 

＜意見・質問＞ 

・特になし 

 

 



公益社団法人 自動車技術会 関東支部学生自動車研究会 
 

3 

 

5.3 KYB 見学会 

   【報告】 

・KYB 資料館への訪問が延期となった 

・見学会の参加申し込みが 0 人→Twitter で広報を行っている 

・次回のミーティングで参加要件について学生会員のみから学生への変更を提案 

 

 

＜意見・質問＞ 

・メールマガジンでの情報展開は可能か？ 

→関東支部のメールマガジンであれば即時対応が可能、関東支部のメールマガジンで展開予定 

・参与の教員から学生への情報展開はどうなっているのか 

→メーリングリストでのミーティング内容の情報展開は行っている 

→参与の教員から学生への情報展開方法は不透明 

・KYB 様に就職活動の一環としてのイベントである認識はあるのか？ 

→就職活動ではなく企業を知っていただくためのイベントとしたい 

→部品工業会＋学自研＋KYB の企画であり学生のみの参加の為、広報は基本的に学自研の仕事 

・他支部への情報展開は可能か？ 

→直接の連絡先が無いため難しい 

→関東支部のホームページでフライヤー等を活用して情報展開 

 

 

6. 諸連絡 

・次回委員会はオンラインでの開催を検討 

・次回委員会は 2/26 10:00～ の開催を予定 

 

 

以上 

 


